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「世界一大きな授業」 

主催： 教育協力 NGO ネットワーク（JNNE） ＜途上国で教育協力を行う NGO 22 団体のネットワーク＞ 

共催： プラン・ジャパン 

助成： 庭野平和財団 

協賛： KUMON English Immersion Camp、アーユス仏教国際協力ネットワーク 

協力： 地球対話ラボ 

後援： 文部科学省、外務省、国際協力機構、動く→動かす、ガールスカウト日本連盟、 

   「持続可能な開発のための教育の 10 年」推進会議、なんとかしなきゃ！プロジェクト、 

    日本国際ボランティア学生協会、日本赤十字社、日本 YMCA 同盟、ボーイスカウト日本連盟 

実施団体：「世界一大きな授業」は JNNE に参加する次の団体が実施しています 

   オックスファム・ジャパン、開発教育協会、グッドネーバーズ・ジャパン、シャンティ国際ボランティア会、 

   セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン、フリー・ザ・チルドレン・ジャパン、プラン・ジャパン、ラオスのこども 
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「世界一大きな授業」とは？  

 現在、世界に通えない子どもは、6,100 万人、文字の読み書きができない大人は 7 億 7,500 万人もい

ます。こうした事実の背景には、紛争や貧困などはもちろん、教育への無理解や女の子など社会的弱者

への差別といった、さまざまな問題があります。 

 「世界一大きな授業」とは、そんな現状を世界中の人が同じ時期に学び、考えるイベントです。参加

者の声を各国政府に届け、教育政策に反映するよう働きかけます。「すべての子どもに教育を」を合言葉

に 2003年にスタートし、2008年には 800万人が参加、ギネス記録にも登録されました。日本でも、2012

年には 502校/グループ、5万 5,485人が参加。今年も世界 100カ国で一斉に開催します。 

 

この教材のねらい 

1. 世界の教育の現状について知り、教育の大切さについて考える。 

2. より良い世界のために活動する子どもたちがいることを知り、自分たちに何ができるか考える。 

 

アクティビティについて  

・ アクティビティ 1が基本編です。すべての対象者に実施してください。 

・ アクティビティ 2 は選択プログラムです。対象者やテーマに合わせて、3 つの中から 1 つ以上を実

施してください。 

・ アクティビティ 3～4は発展とまとめのプログラムです。対象者に合わせて 2つの中から 1つ以上を

実施してください。 

・ 対象：小学校高学年以上 

・ 時間：45分～60分 

・ 人数：20～40名のクラスルームでの実施を想定して作成しています。 

・ 形式：参加型学習ですすめてください 

 

 

参加型学習について 

参加型学習をすすめる上で重要なのが、皆が安心して話せる環境をつくることです。最初に、話したく

ないことは話さなくてよい、否定しない、などの約束をつくり、確認した上で学習を始めてください。 
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１．基本の教材＆ワークシート 

アクティビティ１：４択クイズ

 

 

■ねらい 

世界の教育の現状について知る。 

 

■備品 

世界地図（あれば） 

 

■時間 

15分 

 

■すすめ方 

1. 「世界一大きな授業」をはじめることを説明する。 

2. 挙手や参加型のアクティビティ「部屋の四隅」などの方法で、クラス全体にクイズを出す。または、小グ

ループにクイズのシート（4頁掲載）を配布してグループで考えてもよい。 

3. 「クイズの回答と解説」（5頁掲載）を使いながら、答え合わせをする。質問に上がった外国の場所を世

界地図で確認しながらすすめると分かりやすい。 

  

基本編 

•アクティビティ1：4択クイズ 

 

選択 

プログラム 

•アクティビティ2‐A：識字 

•アクティビティ2‐B：教育と資金 

•アクティビティ2‐C：女の子と教育 

 

まとめ 

発展 

•アクティビティ3：行動する子どもたちのエッセイを読もう 

•アクティビティ4：政策提言をしてみよう 

■参加型で進めるヒント：「部屋の四隅」 

「部屋の四隅」とは、部屋の四隅に「A」「B」「C」「D」などの 4 つの回答と書いた紙

を貼っておき、ある質問に対して参加者が自分の考えのところに移動する、というと

ても簡単なアクティビティ。最初の質問に全員が移動し終わったら、各コーナーの人

に、なぜそう思うのか意見を聞きます。次の質問に移り、また全員が自分の考えのと

ころに移動します。何回か繰り返し、最後に全体の感想を話し合います。視覚的に様々

な意見があることが分かり、また、体を動かすことで体をほぐし、話しやすい雰囲気

をつくります。 

参考：http://www.dear.or.jp/activity/menu01.html（開発教育協会） 
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やってみよう！「世界一大きな授業」クイズ 

 

Q1 世界では、どのくらいの子どもが小学校に通っていないでしょう？ 

 A．5 人に 1 人  

 B．10 人に 1 人   

 C．20 人に 1 人   

 D．100 人に 1 人 

 

Q2 小学校に通えない理由にはどんなことがあるでしょう？ 

 A．学校や先生の数が足りないから。  

 B．家にお金がないので働かなくてはいけないから。 

 C．親や地域の人々から学校に行かなくても良いと言われたから。 

 D．家で話す言葉と学校で教わる言葉が違うので、勉強についていけないから。 

 

Q3 世界では、どのくらいの子どもが小学校に通うのを途中でやめてしまうでしょう？ 

 A．5 人に 1 人   

 B．10 人に 1 人   

 C．20 人に 1 人   

 D．100 人に 1 人 

 

Q4  アフリカの南部（サハラ砂漠より南）では、どのくらいの 

  女の子が小学校に通うのを途中でやめてしまうでしょう？ 

 A．2 人に 1 人   

 B．3 人に 1 人   

 C．5 人に 1 人   

 D．10 人に 1 人 

 

Q5 世界では、どのくらいの大人が文字の読み書きができないでしょう？ 

 A．2 人に 1 人   

 B．6 人に 1 人   

 C．10 人に 1 人   

 D．50 人に１人 
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■クイズの答えと解説 

 

Q1  世界では、どのくらいの子どもが小学校に通っていないでしょう？ 

答：B.  10 人に 1 人 

途上国の人々、政府や国際社会は、教育予算の増加、学費の廃止、教員の質向上などに努め、学校に行けない

子どもは、1999年に比べて 4,700万人も減少しました。しかし、この減少のうち 4分の 3は 1999年から 2004

年の間に達成されたものであり、2008年から 2010年にかけては、進展はほとんど見られていません。学校に

通えていない子ども 100人のうち 47人は今後も就学する見込みがありません。 

 

Q2 小学校に通えない理由にはどんなことがあるでしょう？ 

答：全部正解 

すべて正解です。これらの背景には紛争や貧困などはもちろん、教育への無理解や女の子など社会的弱者への

差別といった、さまざまな問題があります。女の子の場合には、学校や通学路が安全でないこと、水くみなど

の家事労働の負担、学校に男女別のトイレや安全な飲料水がないこと、女子教員の不足などの理由が加わりま

す。 

 

Q3 世界では、どのくらいの子どもが小学校に通うのを途中でやめてしてしまうでしょう？ 

答：A.  5 人に 1 人 

途上国の人々・政府や国際社会の努力で小学校の就学率は男女ともに大きく改善しました。しかし、一旦は入

学できたとしても、貧困、家事労働や家族・地域の理解不足などから、多くの子どもたちが小学校や中学校を

中途退学しています。 

 

Q4 アフリカの南部（サハラ砂漠より南）では、どのくらいの女の子が小学校に通うのを途中でやめてしま

うでしょう？ 

答：A.  2 人に 1 人 

女の子の小学校の中途退学の割合は男の子と比べ、より高い現状です。中でもサハラ以南のアフリカ地域では、

女の子の 2人に 1人が小学校を中途退学する深刻な状況です。世界では、6,600 万人の女の子が小・中学校を

修了できずにおり、中学校におけるその割合は 5人に 1人です。 

 

Q4 世界では、どのくらいの大人が文字の読み書きができないでしょう？ 

答：B.  6 人に 1 人 

大人の 6人に 1人にあたる 7億 7,500万人の人々は読み書きができません。そしてその 3分の 2は女性です。

読み書きができないと、必要な情報を手に入れられないことで様々な不利益を被るばかりでなく、自分の意思

や要求を書面で伝えられず、社会的な権利が大幅に制約されます。 
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アクティビティ２-Ａ（選択）：識字 

 

 

■ねらい 

1. 世界の非識字者の現状を知る。 

2. 文字が読めないことを疑似体験する。※小中高生対象と高校生～大学生対象と 2種類あります 

3. 文字が読み書きできない原因と問題点について考える。 

 

■準備するもの  

＜共通で用意するもの＞ 

・ 世界地図 

＜小中学生対象の場合‐すすめ方 1＞ 

・ 印刷用ラベル 

・ ペットボトルまたはコップを 3個 

・ 水、塩、砂糖を少量ずつ 

＜高校生～大学生対象の場合‐すすめ方 2＞ 

・ ワークシート／求人広告（人数分コピーして用意する） 

 

■時間 

30分 

 

■導入 

「先ほどのクイズで、世界では 6人に 1人の大人が文字の読み書きができないということを知りましたが、  

文字の読み書きができないと、どんなことがあるでしょう？」など、導入の言葉ではじめる。 

 

  

基本編 

•アクティビティ1：4択クイズ 

 

選択 

プログラム 

•アクティビティ2‐A：識字 

•アクティビティ2‐B：教育と資金 

•アクティビティ2‐C：女の子と教育 

 

まとめ 

発展 

•アクティビティ3：行動する子どもたちのエッセイを読もう 

•アクティビティ4：政策提言をしてみよう 
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■すすめ方 1 ＜小中学生対象の場合～薬瓶を選ぶ＞ 

1． 準備：塩水、砂糖水、普通の水を入れたペットボトルまたはコップをそれぞれご用意ください。下のラベ

ルを切り、塩水には Aのラベル「毒（ネズミ用）」、砂糖水には B のラベル「熱冷まし」、普通の水には C

のラベル「栄養」を貼ります。 

2． ストーリーを読む：全体に向け、進行役は以下のストーリーを音読する。 

3． ボトルを選ぶ：グループまたは個人で、どのペットボトルの水を飲むか選んでもらう。挙手などで、どの

ボトルを選んだのか、なぜそのボトルを選んだのかを全体で共有する。それぞれの選択肢の中から 1人ず

つ代表者に前に出てきてもらい、実際に水を飲んでもらった後、それぞれのラベルの意味を伝える。 

4．ふりかえり： ボトルを選んだ時、ラベルの意味を知った時、どんな気持ちがしたか全体で共有する。 

 

ストーリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷用ラベル 

※ネパールやインドで使われている文字を使って、A: 「毒（ネズミ用）」、B: 「熱冷まし」、C: 「栄養」

と書かれています。 

 

  

あなたのお母さんが高熱を出して苦しんでいます。でもこの村にお医者さんはいません。医者のいる町に

は、山道を１日歩いた上にバスに 7 時間も乗らなければ辿りつけません。村では学校の先生の家に薬が少

し置いてあり、困ったときには先生から薬をわけてもらっています。先生の家を訪ねてみると先生は町ま

で出かけていて留守でした。戸棚には薬の瓶がいくつかありますが、先生以外は瓶の文字を読めません。

いつも熱の出たときに使う薬と同じような瓶が 3 つありましたが区別がつきません。さあ、どうしましょ

う？選んだペットボトルの水を飲んだ結果は…？ 



8 ©JNNE2013 
 

■すすめ方 2 ＜高校生～大学生対象の場合～就職先をみつける＞ 

1． 準備：3枚の求人広告 A～Cグループ数分印刷し、点線で左右（タイ語／日本語）に切り分けておく。 

2． 求人広告を読む：グループに左側のタイ語の求人広告を配付し、読んでみる。 

3． グループで、自分が仕事をするのであれば、どの求人に応募するか選ぶ。 

4． グループで、どの求人を選んだのか、その理由を全体で共有する。 

5． 求人広告 A～Cの日本語の意味を伝える。 

6． ふりかえり： 求人を選んだ時、広告の意味を知った時、どんな気持ちがしたか全体で共有する。 

7． 次の問いかけをし、全体で話し合う。 

 

■問いかけ 

「読み書きができないとどんなことができないと思いますか？」 

本が読めない／名前を書けない／計算ができない／地図が読めない／自信を持って行動できない 

 

「文字が読み書きできるとどんなことができますか？」 

勉強ができる／本が読める／インターネットが使える／手紙が書ける／メールができる／小説を書ける／ 

自分の意見を表現することができる／新しい知識・情報を手に入れることができる 

 

■ワークシート／求人広告 

 

A 

ลกัษณะงาน: งานในส านกังาน 

ระยะเวลาท างาน: 6 ชัว่โมงต่อวนั 

ค่าจา้ง: 550 บาท 

求人 A ※給与がよい 

・仕事内容：デスクワーク 

・勤務時間：6 時間/日 

・給料：550 バーツ 

 

B 

ลกัษณะงาน:  งานในส านกังาน 

ระยะเวลาท างาน: 10 ชัว่โมงต่อวนั 

ค่าจา้ง: 250 บาท 

求人 B ※条件がまあまあ 

・仕事内容：デスクワーク 

・勤務時間：10 時間/日 

・給料：250 バーツ 

 

C 

ลกัษณะงาน:  พนกังานเสิร์ฟ 

ระยะเวลาท างาน: 8 ชัว่โมงต่อวนั 

ระยะทาง:  500 เมตรจากสถานี 

求人 C ※情報が不十分 

・仕事内容：ウェイター/ウェイトレス 

・勤務時間：8 時間/日 

・給料：駅前徒歩 500 メートル 
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■解説：識字とは 

 

識字とは？ 

 「識字」とは、日常生活で必要な「読み・書き・計算」ができる能力のことです。現在、成人のおよそ 6人

に 1 人にあたる 7 億 7,500 万人の人々は読み書きができず、その半数は南アジアと西アジアの人々で、5分

の 1はサハラ以南のアフリカです。そして読み書きのできない人の 3 分の 2は女性です。 

146カ国のうち 81カ国で男性よりも女性が読み書きができず、そのうち 21カ国では読み書きのでき

る男性 10人に対して、女性は 7人にも至りません。 

 読み書きができないと、必要な情報を手に入れられないことで様々な不利益を被るばかりでなく、自分の意

思や要求を書面で伝えられず、社会的な権利が大幅に制約されます。そのことが、本人ばかりでなく、国や地

域の発展にとっても不利益になるという考えから、識字率は基礎教育の浸透状況を測る指針として、広く使わ

れています。 

 

若者と識字率 

 現在、世界の 5人に 1人の子どもが小学校を卒業できず、15歳から 24歳の若者の 10人に 1人が、読み書

きができません。また、世界全体で 8人に 1人の若者が失業しています。 

 

世界の識字率 

＜識字率の低い国＞ 

アフリカ アジア 

ブルキナファソ 29％ エチオピア 39％ アフガニスタン 39% 東ティモール 58％ 

ニジェール 29％ ギニア 41％ ブータン 53％ ネパール 60％ 

マリ 31％ シエラレオネ 42％ パキスタン 55％ インド 63％ 

チャド 34％ ベナン 42％ バングラデシュ 57％ ラオス 73％ 

 

出典： ユネスコ EFA Global Monitoring Report 2012（英文）、アフガニスタン MDGs レポート Afghanistan Millennium Development Goals 

Report 2010（英文） 

http://www.unesco.org/new/en/education/themes/leading-the-international-agenda/efareport/reports/2012-skills  

http://www.undp.org/content/dam/undp/library/MDG/english/MDG%20Country%20Reports/Afghanistan/MDG-2010-Report-Final-Draft-25

Nov2010.pdf 
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アクティビティ２-Ｂ（選択）：教育と資金 

 
 

■ねらい 

1. 教育のための資金が十分でないことを知る。 

2. 教育の普及のためには、世界で協力する必要があることを知る。 

 

■準備するもの  

・ リボン（またはロープ）を 19m程度／16㎝、51㎝、17m83cmの 3本に切り、巻いておく。 

・ 印刷用ラベル 

 

■時間 

30分 

 

■導入 

「先ほどのクイズで、子どもたちが小学校に通えない理由について知りました。その中には、学校や先生の数

が足りないなどの理由がありました。課題のいくつかは、教育にかける予算・資金が増えることで解決できる

ものがあります」など、導入の言葉ではじめる。 

 

■すすめ方 

1. クイズ：「世界中のすべての子どもが学校に行き、すべての大人が読み書きができるようになるためには、

年間いくら必要といわれているでしょう？」 

※ヒント：日本の 2012年度の国家予算は約 90兆円、うち教育・科学分野の予算は約 5兆円です。 

A．10 兆円  B．8 兆円  C．3.5 兆円  D．1 兆円  （答え：C．3.5 兆円） 

2. 以下の情報を伝える。 

「すべての子どもが学校に行き、すべての大人が読み書きができるようになるためには、年間 3兆 5,000

億円が必要です。このうち、1兆 9,000億円は途上国政府が教育予算を増して出すことができますが、残

りの 1兆 6,000億円は豊かな国が援助する必要があります」 

基本編 

•アクティビティ1：4択クイズ 

 

選択 

プログラム 

•アクティビティ2‐A：識字 

•アクティビティ2‐B：教育と資金 

•アクティビティ2‐C：女の子と教育 

 

まとめ 

発展 
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3. リボンの長さを比べる：「1兆 6,000億円とはどのくらいの金額でしょう？世界で使われているゲームソ

フト市場の規模、軍事と比べてみましょう」と伝える。生徒 2人×3ペア（合計 6人）に前に出てきても

らい、巻いたリボンを 1つずつ渡す。生徒にリボンの先端を持ってもらい、①から順番に引っ張ってもら

い、長さを比べる。 

※リボンの長さが教室全体に見えるように、長いリボンは移動しながら真っ直ぐになるように引っ張ると、

より効果的になる。また、巻いたリボンは封筒や箱に入れるなどして、全体の長さが分からないようにし

ておくと、引っ張ったときの驚きが大きくなり、効果的。 

① 世界中の子どもが 1 年間学校に通えるために必要な援助額： 1 兆 6,000 億円→16cｍ 

② 世界のゲームソフト市場： 5 兆 1,300 億円→51cｍ 

③ 世界の軍事費： 173 兆 8,000 億円→17m38cｍ 

4. 「世界の軍事費 3.5日分で、世界中の子どもが 1 年間学校に通うことができる」ことを伝える。 

5. ふりかえり：リボンの長さを比べて、どう感じたか全体に質問する。 

6. 意見交換：教育のための資金が増えることでどのようなことが可能になると思うか、全体に質問する。 

 

■解説：教育のための資金について 

 すべての子どもが学校に行き、すべての大人が読み書きができるようになるためには、年間 3兆 5,000億円

が必要です。このうち、国内資源の活用と国家予算のより公平な配分により、1兆 9,000億円は途上国政府が

教育予算を増して出すことができますが、残りの 1兆 6,000億円は豊かな国が援助する必要があります。 

 必要な援助額（1 兆 6,000 億円）のうち、実際に援助されているのは、3 分の 1 以下の 4,300 億円です。

援助額を国の豊かさに応じて分担したとすると、日本は 2,080 億円を援助する必要があります。ところが、日

本の基礎教育分野の援助額は、現在わずか 300 億円です。日本は、援助を 7 倍に増やす必要があります。日

本の ODA のうち、基礎教育分野の援助額の割合は 0.7％で、他の先進国の平均の 2.1％と比べて 3 分の 1 で

す。一方、世論調査（（財）国際協力推進協会、2009）によると、ODA の必要な分野として、39％の人々が

教育を挙げています。国民は、貧困、保健、難民や被災者への支援、教育分野に ODA は使われるべきと考え

ているのです。 

 

■印刷用のラベル（コピーしてリボンの最後につけるなどしてご利用ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教育 ゲーム 軍事費 
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アクティビティ２-Ｃ（選択）：女の子と教育 

 

 

■ねらい 

1. 女の子や女性が教育を受けることができない現状を知る。 

2. 女の子や女性が教育を受けられるようにするための世界の取り組みや教育の重要性を知る。 

 

■準備するもの  

役割カード（14頁掲載）、世界地図（あれば） 

 カードは参加者の人数に合わせてコピーして 1人 1枚になるよう切り分けてください。 

 カードは 20番まであります。参加者が 20人以上の場合には、さらに 1番から順に足して増やしていく

ことができます。例えば参加者が 40人の場合には、同じカードを 2セット用意します。参加者が 30人

の場合には、1番から 20番の 1セットに加え、1番～10番までを 1枚ずつ足してください。 

 

■人数について 

このプログラムを実施するためには、最低 20名の参加者が必要です。 

 

■時間 

30分 

 

■導入 

 「先ほどのクイズで、女の子の方が男の子より学校に通っている子どもが少ないということを知りました」

など、導入の言葉ではじめる。また、これから「世界のどこかに暮らす子どもたちになってみるシミュレ

ーション・ゲームをやる」ことを伝える。 

 教室の前か後ろに広いスペースを開け、参加者を集める（イスや机は使用しない）。 

 

このアクティビティは『ワークショップ版・世界がもし 100 人の村だったら』（開発教育協会）を参考に作成しました。

http://www.dear.or.jp/book/book01_100.html 
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■すすめ方 

1. ルールの説明：カードを 1人 1枚配り、これから、それぞれがカードに書かれている役割になること、ま

た、ほかの参加者には見せないように伝える。 

2. シミュレーション 1「男性と女性」 

 「世界の人口のうち、男性と女性とどちらが多いと思いますか？」と問いかける。 

 役割カード 1の情報にしたがって、教室の左右で男性と女性に分かれる。 

 男性は 34億 7千万人（50.2％）、女性は 34億 2千万人（49.8％）いるとされ（2010国連推計／『世

界の統計 2012』総務庁）、男性の方が少し多いが、ほぼ同数であることを伝える。 

3. シミュレーション 2「日本の初等教育就学率」 

 男女に分かれた状態のまま、「日本では、どのくらいの子どもが小学校に通うことができるでしょう？」

と問いかける。 

 役割カード 2の情報にしたがって、「役割カードの 2番にマル（○）がついている人は立っていてく

ださい。その人は小学校を卒業した人たちです」と伝える。 

 全員のカードに「マル（○）」がついているので、全員が立つことになる。統計上は日本の小学校の

就学率と最終学年まで残る率は 100％で（『世界子供白書 2012』ユニセフ）、就学年齢にある子ども

は全員初等教育をうけることができる。 

4. シミュレーション 3「パキスタンの初等教育就学率」 

 男女に分かれた状態のまま、「では、パキスタンでは、どのくらいの子どもが小学校に入学し、卒業

できるでしょう？」と問いかける。次いで、パキスタンの場所を世界地図で確認する。 

 役割カード 3の情報にしたがって、「役割カードの 3番にシカク（□または■）がついている人は立

っていてください。それ以外の人（☆）は座ってください」と伝える。 

 立っている人（□または■）は小学校に通うことができたパキスタンの子どもの率を表している。座

っている人（☆）は一度も小学校に通うことができなかった子どもの率を表している。パキスタンの

初等教育就学率は男 92％（約 10人に 9人）、女 77％（約 10人に 8人）で（『世界子供白書 2012』

ユニセフ）、全ての子どもが初等教育をうけているわけではないことを確認する。また、立っている

男女の数を比べ、女子の就学率の方が低いことを確認する。 

 そのままの状態で、「役割カードの 3番にシカクが黒いシカク（■）になっている人は座ってくださ

い」と伝え、☆と同様に座ってもらう。「今、座った人は何を表しているでしょう？」と問いかける。 

 ■は小学校に通ったことはあるが、最終学年まで終えることができなかった＝卒業できなかったパキ

スタンの子どもの率（60％）を表している。（『世界子供白書 2012』ユニセフ）。■のカードの参加

者に、座ったとき、どんな気持ちがしたか問いかけてもよい。 

5. シミュレーション 4「パキスタンの識字率」 

 役割カード 4の情報にしたがって、教室の前後左右で A、B、C、D のグループに分かれる。「何のグ

ループで分かれたのか、考えてみよう」と発問する。ヒントとして「パキスタンの教育に関わること」

「役割カードを見せ合ってもいい」ことを伝え、いくつか意見を出してもらう。 

 A＝文字の読み書きのできるパキスタンの若い（15～24才）の女性の率（約 60％）、B＝文字の読み

書きのできるパキスタンの若い男性の率（約 80％）、C＝文字の読み書きのできない（非識字）の若

い女性の率（約 40％）、D＝文字の読み書きのできない（非識字）の若い男性の率（約 20％）。男女

の数を比べ、女子の識字率の方が低いことを確認する。 

6. ふりかえり：「なぜ、女の子や女性の方が教育を受けられないと思うか」全体に問いかける。 

7. 理由と現状を解説する（15頁参照）。  
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役割カード 

役割カード NO.1 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.2 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A 

 

役割カード NO.3 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.4 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A 

 

役割カード NO.5 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.6 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A 

 

役割カード NO.7 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．■ 

4．B 

 

役割カード NO.8 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．■ 

4．C 

 

役割カード NO.9 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．☆ 

4．D 

 

役割カード NO.10 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．☆ 

4．C 

 

役割カード NO.11 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.12 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A  

 

役割カード NO.13 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.14 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A 

 

役割カード NO.15 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．B 

 

役割カード NO.16 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．□ 

4．A 

 

役割カード NO.17 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．■ 

4．B 

 

役割カード NO.18 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．■ 

4．C 

 

役割カード NO.19 

 

1．性別：男 

2．○ 

3．□ 

4．D 

 

役割カード NO.20 

 

1．性別：女 

2．○ 

3．☆ 

4．C 
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■解説：女の子が教育を受けられない原因は？ 

 

社会的な理解の不足 

多くの途上国では、女の子や女性が教育を受けることに対する理解が不足しています。そのため、親や地域

社会、そして女の子や女性自身が、教育を受ける意欲を喪失してしまうことがあります。 

各国の文化や伝統は尊重されるべきものですが、社会的な偏見が女の子や女性から教育を受ける権利を奪う

ものであってはなりません。 

 

働く子どもたち～児童労働／負担の大きい家事労働 

貧困家庭の子どもは、学費を払えない、家計を助けなければならないという理由から、水汲みや農作業、家

族の世話などの負担の大きい家事労働や、農業や繊維産業などの仕事に従事させられることがあります。  

 

早すぎる結婚～早婚／幼児婚 

女の子が 16 歳未満で、さらに貧しい農村部では、10才未満で結婚しています。南アジアやサハラ以南の

アフリカ地域に多く、女の子や女性の教育および就業の機会を阻害していることが指摘されています。 

また、非常に幼いうちに結婚、妊娠した場合、女性と子どもの両方に健康上、深刻な悪影響を及ぼすことも

知られています。 

 

女の子にやさしい教育環境の未整備 

子どもたちにとって、学校の校舎や設備など、学びの環境は非常に重要です。特に、女の子や女性にとって、

衛生的な学校トイレや安全な通学路などは肝要です。しかし、多くの途上国ではトイレが男女別になっておら

ず汚れていたり、長い通学路は道路の冠水や野生動物の襲撃、性犯罪などの危険が伴うこともしばしばです。

なお、女性教員の存在は、女の子が安心して学ぶ助けとなりますが、女性教員数は不足しているのが現状です。

また、国や地域によっては、男女別学でないと、親や地域の人びとが学校に行かせたがらないことがあります

が、教室や校舎、教員の数が足りないために、別学にできません。 

さらに、中学校が近くにないので、小学校に女の子を行かせるメリットが少ないことも理由の一つとなって

います。 

 

女の子や女性の教育・エンパワーメントの重要性 

女の子や女性は教育を受けた後、教員養成研修に参加して教員になったり、母子保健に関する知識を身につ

けて保健士や地域の保健ボランティアになったり、経営のノウハウを学び融資を受けてお店を開いたりと、社

会の様々な場面で活躍しています。 

このため、女の子や女性自身の社会参加を支援し、教員養成や保健師養成、小規模金融など、その後の自立

に向けた支援を継続すること、つまり、女の子や女性のエンパワーメントを促進することも、非常に重要です。

世界では、女の子が初等教育を 5年間受けると、将来産む子どもが 5才まで生きのびる確率が 40％以上も上

がるというデータが出ています。また、ケニアでは、学校に通う 15～18才の女の子は HIVに感染する確率が

5分の 1になるという報告もあります。 
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アクティビティ３：行動する子どもたちのエッセイを読もう 

 

 

■ねらい 

1. 現状を変えるために、子どもたち自身が活動していることを知る。 

2. 子ども自身がもつパワーや社会変革のためにできることに気づく。 

 

■準備するもの  

・エッセイ（2種／どちらかを 1人 1枚） 

・ワークシート「わたしの気持ち」（1人 1枚） 

 

■時間 

30分 

 

■すすめ方 

1. エッセイ 2種のうちどちらかを 1人に 1枚配付する。生徒は黙読する。 

2. わからない言葉や理解しにくい点があれば挙げてもらい、全体で確認する。 

3. ワークシート「わたしの気持ち」を 1人 1枚配付する。 

4. 4～6人の小グループで 1人ずつ順番に記入したことを発表し、共有する。 

5. 全体で共有する。 
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選択 

プログラム 
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発展 
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17 ©JNNE2013 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パキスタンの１５才の女の子 

マララ・ユスフザイさんのストーリー 

                                                                                  

マララさんは、イスラム原理主義武装勢力タリバンの

支配下にあったパキスタンのスワート渓谷
けいこく

で育ちま

した。彼女が 11 歳だった 2009 年、タリバンが女子

校を次々と破壊し、女の子が学校に通えない実状を、

ペンネームを使ってブログに投稿しました。タリバン

支配下での日常を発信したことで、女の子や女性の教

育をうける権利や平和を訴える人権活動家として欧

米メディアから注目されるようになりました。 

 

そして同年、パキスタン政府軍が大規模な軍事作戦によってスワート渓谷からタリバンを追放した後、パ

キスタン政府はマララさんの本名を明かし、「勇気ある少女」として表彰しました。また、ニューヨーク・

タイムズ紙にインタビュー記事が掲載されたことがきっかけで彼女の存在が一気に知られるようになりま

した。 

 

2012 年 10 月 9 日、マララさんは通学途中にタリバンのテロリストに襲撃
しゅうげき

されました。頭に銃撃
じゅうげき

を受け、

重傷を負いながらも、一命を取りとめたマララさんは、現在は病院を退院するまでに回復しました。パキ

スタンに帰るとまた狙われる危険があるため、現在は家族と共にイギリスでリハビリをして過ごしていま

す。 

 

国連で教育問題を担当しているイギリスのブラウン前首相はパキスタンのザルダリ大統領と面会し、すべ

ての子どもに教育を受ける権利を求める 100 万人以上の署名を提出しました。また、パキスタン国内でも、

市民団体が女子教育の拡充を訴えるマララさんの活動主旨に賛同する署名活動を展開し、120 万人を越え

る人々が参加しました。 

 

国際社会とパキスタン国内の声を受けて、国連とパキスタン政府が共同で、困難な状況に置かれている女

の子が教育を受けられるよう支援することを目的とした「マララ基金」の創設を発表しました。パキスタ

ン政府は、1,000 万ドル（約 10 億円）の資金をマララ基金に投入することに合意し、さらに、この基金の

使い道に関して、すべての女の子が学校教育を受けられるようにするための支援に用いることを国連に対

して約束しました。 

 

マララさんの勇敢な取り組みが、世界中の人々の心を動かし、世界の指導者や多くの人々が立ち上がり、

教育における大きな変化がパキスタンをはじめ、世界で起ころうとしています。銃撃にも負けず、世界中

の応援を受けながら、マララさんは、「女の子に教育を」というメッセージを発信続けています。 

（C)Veronique de Viguerie/Getty Images 
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日本の子どもたちのストーリー 

 

2010 年から子どもたちによる「国会議員のための世

界一大きな授業」を実施しています。これは中学生、

高校生が「先生」役、国会議員が「生徒」役になって

行う一風変わった特別授業です。授業は「世界のため

に自分にできることをやってみたい！」と活動してい

る中高生の子どもたちが放課後に何度も集まって内

容を考え、オリジナルの授業をつくっていきます。 

 

2012 年は学校に行っている男の子・女の子、学校に行っていない男の子・女の子の４つのグループにわか

れて、児童労働や識字の問題を象徴する課題を用意し、それをクリアしていく“No Education, No Life（人

生には教育が必要！）”ゲームを作り、実施しました。国会議員はこのゲームで学校に行っている場合と行

っていない場合とで、どのように人生に差が生まれてしまうかを体感しました。 

 

そしてゲームが終わって一息ついている「生徒」の国会議員たちに、「先生」はこう伝えます。 

「ゲームでは『課題をクリアしてください』と言いましたが、他のグループを助けてはいけませんとは言

いませんでした。『終わったグループは自由にしてください』と言いました。でも、他のグループを助ける

グループはありませんでした。『そんなこと教えてもらわないとわからない』『自分のグループのことで精

いっぱいで助ける余裕はなかった』『ルールにないことはできない』と思うかもしれません。でも実際に世

界で起こっている問題も同じではないでしょうか？問題は探しにいかないと分かりませんし、自分のこと

で精一杯だと問題が起こっていても気づかないかもしれません。自分にできることはない、自分には関係

ない、と思っていても、どんな小さなことでも自分にできることがあるはずです。 学校に行くことができ

ない子どもたちのために、私たちにできることを、もう一度立ち止まって考えていただきたいと思います」 

この最後のメッセージは岡田克也副総理（当時）をはじめ、参加していた約 30 人の国会議員をうならせ

ました。先生役の子どもたちは、たくさんのマスコミや国会議員の前で、堂々と授業を進め、教育の大切

さや教育支援の大切さをしっかり伝えたのです。 

 

授業に参加した国会議員からは、「世界にはまだまだ教育を受ける機会のない子どもたちがたくさんいるの

で、日本政府も頑張って、NGO にも頑張ってもらって、世界中の子どもが教育を受けられるように協力

していかなくてはならないと思います」や「今日の授業を受けて、基礎教育の重要性を改めて思い起こさ

れました」「問題が起こるのを待つのではなく問題に気づくよう努力をしていきたいと思いました」という

感想が寄せられました。 

 

そして、先生役をやった中高生の生徒たちも「子どもだからといって何もできないわけではない、子ども

だからこそ伝えられることもあると思った」や「僕らのメッセージが国会議員に伝わり、政策に反映され、

教育への支援が増え、世界中の子どもが学校に行けるようになったらいい」と活動への思いをいきいきと

語っていました。 

国会議員向けに授業をする高校生@JNNE 



19 ©JNNE2013 
 

わたしの気持ちは… 

 

エッセイを読んで、今の自分の気持ちに近いもの３つに○をつけてみよう。 

この中になければ、欄外に自分の「気持ち」を書いてみよう。 

 

おどろいた すごい かわいそう 

腹が立つ わからない 心配だ 

自分には 

関係ない 
納得できない 

わくわく 

する 

 

 

○をつけた理由 
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アクティビティ４：政策提言してみよう 

 

 

■ねらい 

 子どもたちが自分の意見を表現し、提案をすることで「子ども参加」の実践の一歩とする。 

 実際に安倍総理に届くメッセージを書いてみることで「政策提言」を体験する。 

 世界中の子どもが教育を受けられるようにするには、子どもも含めた世界中の人々の協力が必要であるこ

とを知る。 

 

■準備するもの 

 ダイヤモンド・ランキングのワークシート（1人 1枚／21頁掲載） 

 政策提言ワークシート（小グループに 1枚／22頁掲載） 

 

■時間 

45分 

 

■ 進め方 

1. 教師／進行役は以下の情報提供と問いかけをする。 

「世界中を見渡すと、6,100 万人の子どもが学校に通っていません。世界中の子どもが学校に通えるよう

になるために、どんなことができるでしょうか？」 

2. ダイヤモンド・ランキング：ダイヤモンド・ランキングのワークシートを 1人 1枚配付し、個人で作業す

る。次に、4～6人の小グループでシートを見せ合い、理由を発表する。質問などがあれば互いに質問し

あっても良い。その際、「このワークシートには正解や間違いはないので、よく聞き合うことを大切にし

よう」と声かけする。 

3. 政策提言：小グループで「ダイヤモンド・ランキング」のワークシートや意見交換をもとに、政策提言ワ

ークシートに記入する。 

4. 全体で共有する。 

  

基本編 

•アクティビティ1：4択クイズ 

 

選択 

プログラム 

•アクティビティ2‐A：識字 

•アクティビティ2‐B：教育と資金 

•アクティビティ2‐C：女の子と教育 

 

まとめ 

発展 

•アクティビティ3：行動する子どもたちのエッセイを読もう 

•アクティビティ4：政策提言をしてみよう 
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ワークシート「ダイヤモンド・ランキング」 

 

世界中の子どもが学校に通えるために‥ 

あなたが「大切だ」と思うことから◇の中に A～I を記入して、 

順番に並び替えてみましょう。 

 

 

 

 大切だと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 世界中の子どもが学校に通えるように日本の政治家に働きかける 

B. お金や物などを集めて教育に関わる NGO などに寄付をする 

C. 現地に行って学校を建てる 

D. 教育の大切さや途上国の暮らしについてもっと調べてみる 

E. 文化祭や学園祭を通じて、多くの人に教育の大切さを発表する 

F. 特になにもしない 

G. 国際交流の活動を推進し、外国人と友達になる 

H. 友だちや家族に話をする 

I. 新聞に自分の意見を投稿する 

 

ほかに自分のアイデアがあれば空いているスペースに自由に書いてみよう！ 
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政策提言ワークシート 

安倍晋三内閣総理大臣殿 

 

 

送付先：「世界一大きな授業」事務局 

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋 2-11-22-11F プラン・ジャパン内 

E-mail: advocacy@plan-japan.org 

TEL: 03-5481-0030 FAX: 020-4662-2085  

●学校/グループ名： 

●グループの人数： 

●グループのメンバーの名前： 

 

●わたしたちの提案   

世界中の子どもが学校に通えるようになるために 

安倍総理にお願いしたいこと/取り組んで欲しいことは… 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「世界一大きな授業」をやって、わたしたちが思ったこと・考えたこと・感じたこと 
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２．終了後の手引き＆実施報告書 

 

・政策提言ワークシート（22頁）および以下の実施報告書をお送りください。事務局で取りまとめ、安倍総  

 理へ届けます。 

・ファックス、郵送、E-mailに添付のいずれかでお送りください。【締切日：5月 12日（日）】 

・写真や感想文は、ホームページや報告書などでご紹介させていただくことがあります。 

・キャンペーン事務局より、2013年 7月中旬に報告書、参加証はクラス 1 枚ずつお送りします。 

 

 

FAX: 020-4662-2085 締切日： 2013 年 5 月 12 日（日） 

「世界一大きな授業」事務局宛 

世界一大きな授業  実施報告書 

■参加人数      人 

■実施日 2013 年   月    日（   ） 

■学校・グループ名  

■参加証の希望枚数      枚 

■学校・グループの連絡先 〒 

 

TEL:                          FAX: 

E-mail: 

■ご担当者名  

■写真や感想シートを報告書などに使用させていただいても良いですか？ 

（    ）はい   （    ）いいえ ※参加者のお名前は、イニシャルのみを使用します。  

■このキャンペーンに関するご意見・感想をご自由にご記入ください。 
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「世界一大きな授業」2013 実施団体 

 

これらの団体は、市民の立場から途上国における教育支援を行っています。また、国内では、募金受付、事務局訪問受け

入れ、講師派遣、教材・資料の貸し出しをはじめ、多彩に機会を設け、みなさんの参加を呼びかけています。 

 

団体 主な活動 学校向け教材 

（特活）オックスファム・ジャパン TEL: 03-3834-1556  URL: http://www.oxfam.jp 

 

 
オックスファムは世界 90 か国以上で、貧困から立ち

上がる人々を支援し、貧困の根本的な解決を目指し

活動する国際協力団体です。 

・ハンガーバンケット（世界の食料格差を体感 

 するワークショップ）ほか 

・写真展リレー（パネル貸出：無料） 

・英語で学ぼう 世界の貧困 

（特活）開発教育協会/DEAR TEL: 03-5844-3630 URL:http://www.dear.or.jp 

 

 

全国の教員や NGO とともに開発教育を推進する教

育 NGO です。教育現場で使える教材の作成、ワーク

ショップや教員研修、政策提言に取り組んでいます。 

「ワークショップ版・世界がもし 100 人の村だ

ったら」「写真で学ぼう！地球の食卓」「貿易ゲ

ーム」など教材を多数出版しています。 

（特活）グッドネーバーズ・ジャパン TEL: 03-6423-1768 URL: http://www.gnjp.org 

 

 

子どもは国の未来・国の基礎。子どもがどのような

教育を受けるかでその国の未来が変わります。国際

NGO グッドネーバーズは、世界中の子ども達が教育

を受けられる環境づくりを目指して様々な地域開発

を行っています。 

パネル「働く子ども達のはなし」 

（A4～A3 のパネルと働く子どもの紹介文） 

（公社）シャンティ国際ボランティア会  TEL: 03-5360-1233  URL:http://www.sva.or.jp 

 

 

タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー（ビルマ）

難民キャンプ、アフガニスタン、で、おはなし、絵

本出版などの図書館活動と学校建設を中心とした教

育・文化支援活動を行っています。 

・「絵本を届ける運動」日本の絵本に翻訳文を印

刷したシールを貼り付ける活動 

・「リサイクル・ブック・エイド」読まなく 

 なった本の集荷 

（公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン TEL: 03-6859-6869 URL: http://www.savechildren.or.jp 

 

国連公認の国際 NGO。子どもの権利の実現を目指

し、日本を含む世界約 120 か国で、教育や保健栄養

など、子どものための支援活動を展開しています。 

・世界の子どもの状況や国際協力活動、子ども

の権利を知るための教材販売   

・参加型学習プログラムの実施 

 （事務局訪問受け入れ時） 

（特活）フリー・ザ・チルドレン・ジャパン TEL: 03-6321-8948 URL: http://www.ftcj.com 

  

 

1995 年、カナダにて当時 12 歳のクレイグ・キール

バーガー少年によって設立された国際協力団体で

す。子どもが主体的に活動することを大切にしてい

ます。つまり、「子どもが子どもを支援する」国際協

力を合言葉に活動しています。 

•子ども活動応援ウェブサイト  

•働く子ども紹介パネルセット＆シミュレーシ

ョン・カードゲーム  

•ＷＥＢスタディーツアー 

 

（公財）プラン・ジャパン TEL: 03-5481-0030  URL: http://www.plan-japan.org 

    
途上国 50 カ国で、子どもとともに地域開発を進める

NGO。途上国の子どもと手紙などで交流するプラ

ン・スポンサーシップが特徴。クラス単位での交流

もできます。 

・開発教育教材『女の子にはチカラがある～未

来を創るジェンダー教育』の配布（無料） 

・参加型学習プログラムの実施（事務局訪問・

講師派遣） 

（特活）ラオスのこども TEL: 03-3755-1603  URL: http://homepage2.nifty.com/aspbtokyo 

 

 

ラオスの人々の絵本、紙芝居などの作品づくりを応

援し、小学校などに届けています。日本では、日本

の絵本にラオス語を張り、ラオスに送るボランティ

ア活動に多くの人が参加しています。 

日本の絵本にラオス語の翻訳を貼ってラオスに

送りませんか。貼った人のサイン入り絵本が子

どもたちに楽しく読まれます。 

 

http://www.savechildren.or.jp/

